壁面取がタイプ 


涼風暖房機 


(トイレ-脱衣室-サニタリー用） 
取お-施工説明書（保証書別添付） お客さま用 



〔機種】 • RD -1200 G (人感センサー巧き） 

• RD -1200 M (マイブスイオン発生装置巧き) 
- RD -1200 (マイブスイオン発生装置なし) 






识通リモコン】 


このたびは、涼風暖房機をおちとめいただき、まことじありびとラございました。 
この「取あ•施工説日月書」をよくお読みいただき、正しくご使用くださし、。 

なお、お読みになった後は「保証書」ととちに大切に保をしてくださし、。 
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安を上のごま意 こ必ずお守りくださし。 


取が工事を始める前に必ずこの取扱-施工説明書をお読み<ださい。 

コンセントまでの電気工事は電気工事±び行ラ。術客さま自身で電気工事をしないでください。） 

•取巧工事完了後、試運転を行い異常びないことを確認してくださし、。 

V J 


■表示肉容を無視して誤った使い方をしたと含に生じる危害ゆ損害の程度を、 
巧の表示で区分して説明しておのます。 


A 

每^と!二 この表示を無視して誤った取あいをすると、人び死亡または 
胃*—^重傷を負ラ可能性び想定されるの容を示しています。 

A ぐ この表示を無視して誤った取あいをすると、人び損傷を負ラ可能性 
ZiA じ および物的損害のみの発生び想定されるの容を示しています。 

■お奇りいただく肉容の種類を、巧の給表示（例）で区分し説明しています。 

A 

A 記号は、「警告」「を意」を促す肉容びあることを告げるちのです。 
図の中には具体的なを意の容（左図の揚合は一般的なを意）び描かれています。 

0 

0 記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中には具体的なを意の容[左図の揚合は一般的な禁止）び描かれています。 

〇 

〇記号は、行為を強制したり、指示したりする肉容を告げるちのです。 
図の中には具体的なを意の容[左図の揚合は一般的な強制）び描かれています。 


应警告1 



修理技術者外の人は、絶巧に分解したり修理-改造はおこなわない 
党义したり、異甫動作してけびをすることびあります。 

〇 

電源プラグのほこりなどは定期的にとる 

プラグじほこりなどびたまると、湿気などで絶縁不良となり、义巧の原因じなります。 

(!) 

電源 プラグをぬれた手で抜言差ししない 
感電の原因にな 0 ます。 

0 

コンセントゆ配線 器具の 定格を越える使いかたゆ、 AC1 00 VW 外では使わない 
たこ足配線などで、定格を越えると、発熱じよる 义 ぶの原因になります。 

0 

有機落剤ゆスプレーを本体のお<に置かない 
撮発や义巧の原因になります。 

〇 

幼巧ゆ自分で操作ので言ない方には特にを意する 
ゆけどゆ低温ゆけどをおこす恐れびあります。 

〇 

そばを離れるときには、必ず運転停止させる 
义巧の原因じなのます。 

の 

上下を逆にしたり、縦方向に取りがけなし、 

本体に不具合び生じ、义巧の原因じなのます。 
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安を上のごを意 廊、ずおすりくださの 


A 


巡化 
言口 


〇 

電源プラグを抜含差しすると含は、必ず運乾の停止をお i 忍してから行ラ 
電源プラグの刃やコンセントび傷み、义巧の原因じなります。 

〇 

電源プラグは根元まで確実に差し込を 
差し込みび不完をですと、感電ゆ発熱じより义巧の原因じなります。 

0 

定格 (15 A ) 不足の延長コードは絶巧に使用しなし、 

コードの発熱等じより、义巧の原因じなります。 

0 

カーテン、タオル、衣類など燃えやすいちののお<では使わない 
义巧の原因じなのます。 

0 

ヒーターカバーのすき間から指を入れたり、ピンや針金などの金属物や異物などを入れない 
肉部に触れたりして、感電 ゆゆけ どの原因になります。 

を 

お手入れの際は、必ず電源プラグを抜< 

不意に動作して、ゆけどをしたり、感電の原因じなります。 


使用中ゆ使用直後は本体高温部に触れない 
やけどの原因になのます。 


么を意 


〇 

本体の取が工事は十分強度のあるところを選んで確実に行う 
落下じより、けびをする恐れびあります。 

0 

部品の取がけは確実に行ラ 
落下じより、けびをする恐れびあります。 

0 

ヒーターの熱を直接受ける場所にちのを置かない 

特に熱によわい物は本体化出□から 50 c mW 上離して < ださい。変形•変質-変色の原因じな0ます。 

0 

本体などじぷらさびらない 

落下ゆ転倒して、口びをする恐れびあります。 

0 

強い振動ゆ衝撃をちえない 

カーボンランプヒーターび破損し、感電ゆガラス破片じよりけびの原因じなります。 

S ) 

ヒーターを 直接見つめない 
目に悪い影響をちえる恐れびあります。 

0 

衣類乾燥など化の用途には使わない 
過熱して、义巧の原因じなのます。 

〇 

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずじ、電源プラグを持つ 
コードびショートゆ断線して、义巧ゆ感電の原因になります。 

0 

長時間同じところを暖め続けない 
やけどやお温ゆけどの原因じなります。 
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I 本体 


各部の名称 


送風クーシング 


送風フアン 


送風 モーター 



奥行 

16己 mm 


前面パネル 


ンランプ ヒーター 


※マイブスイオン発ち装置巧の揚合、運転時は常にマイブスイオンび映出□より出ています。 
■取が金具 ■巧通リモコン （ RD - C ) ■リモコンホルダー 
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巧属部品 


•取あ-施工説明書 
•保証書 

•単4乾電旭 （2 本） 

I リモコンホルダー 固定ねじ 
(4 X 30-2 本） 


巧別寸金具固定ねじ 
(4 X 30-4 本） 



>アンカー〔4本） 
〔石賣ボード用） 



































































































































































































J モコンのはたらき 


ワイヤレス IJ モコン ( RD - C ) 


暖房モードボタン 
温風運転をします。 

巧す毎にヒーターの1200 W と60 0 W 
び切り营えられます。風量切曽スイッ 
チで微風/弱風/強風/ターボの切曽可能。 
ターボ運転は10分を自動的に強風運転 
じ変わります。 

風量とヒータ ー1200 W / 600 W は前回 
モードを記憶。 

初期値：風量微風-ヒーター1200 W 


ドライヤーモードポタン 

温風（巧ット）とを風（クール）運鼠 
をします。押す毎にホット（温風120 
0 W ) とクール（ヒーター OFF の涼風） 
び切り营えられます。風量切营スイッチ 
で微風/弱風/強風/ターボの切营可能。 
ターボ運転は10分を自動的に強風運鼠 
じ変わります。 

風量とヒーター ON / OFF は前回モードを記憶。 
初期値：風量強風-ヒーター1200 W 


停止ボタン 
運転を停止します。 



発信部 

本機へ操作信号を送信します。 

本機受信部に向口て操作してください。 


涼風モードボタン 

を風運窗をします。給肩機能は有りまだん。) 
風量切营スイッチで微風/弱風/強風/ 
ターボの 風量び切营可能。 

ターボ運転は10分後自動的に強風 
運転に変わります。 

初期値：強風 


風量切营ボタン 
暖房-;京風-ドライヤーモードのと言 
微/弱/強/ターボの風量調整び可能。 
ターボ運転は10分後自動的に強風 
運 I 云に変わります。 


乾電化部〔裏面） 

乾電;也（単 4 X 2 本）使巧します。 


■本機はワイヤレス I 」モートコント□ールタイプ（一方向ち受信）なのでがず、 I 」モコンを本機に向けて 
操作し、本機の受信音（ピッ-ピーなど）び鳴ったことをお認して<ださし、。 

■ IJ モコンの電ミ也（乾電ミ也単 4 X 2 本）の入れ營るは、必ず2本同時におこなって<ださし、。 

古い乾電;也と混ぜて使用しますと発熱、破損、液漏れ等の恐れびあります。 

ミ主意人感センサー自動運転とリモコン手動運転の切曽はリモコンではでさません。 

P -1 1の人感センサー運転じついて （ RD -1 20 0 G のみ）を参照してくださし、。 


J モコン受信部のはたらき 


( RD -1200/ M 1200) ( RD -1200 G ) 



①電 J 靑；、け 

本機に AC 1 0 0 V び供給されたと言点な 
します。 

◎マイブスイスンランプ (1200 M のみ） 
いずれかのモードで運転された時点なし 
ます。 

感リモコンからの信号受信部 ( P 11) 

リモコンび巧されたとき信号をキャッチ 
する部分。 

④微運転ランプ ( P 10-11) 

風量切誓ポタンを巧し、このランプび 
点なしたとき微運乾します。 

這)弱運転ランプ ( P 10-11) 

風量切誓ポタンを巧し、このランプび 
点なしたとき弱運乾します。 

©強運転ランプ ( P 10-11) 

風量切誓ポタンを巧し、このランプび 
点なしたとき強運乾します。 


③ターボ運転ランプ ( P 10-11) 

風量切誓ボタンを巧し、このランプび 
点なしたときターボ運転します。 

這)リセットボタン ( P 13) 

本体に異常び生じたとき、このボタンを巧すと 
初期設定値に戻のます。 

感手動運乾ポタン ( P 11) 

リモコンびが障したとき、このポタンを巧すと 
手動で運転びでさます。 

⑩人感センヴー•自動運転表示ランプ 
点な時はリモコン運乾、点滅時は人感センヴー 
運転です。 

⑩人感センヴ感知ランプ 
人を人感センサーび感知したとき、点なします。 

⑩人感センヴー感知部 
人を感知する部分 

⑩人感センヴー自動運転切誓ボタン 
巧すごとに人感センサー自動運乾を切り蓄え 
ます。 
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ご使用の前 I こ 


初期値 


製品出荷時には下表の初期値に設定されています。設定を変えた揚合、そのの容び記憶されます。 


モ 

- ド 

風 

量 

ヒ ーター 

暖 

房 

微 

風 

1200 W 

涼 

風 

強 

風 

— 

ドライヤー 

強 

風 

1200 W 


運転モー 


この涼風暖房機には、下記の運転モードびあります。リモコンで操作してくださし、。 


モード 

主な用途 

風 量 

ヒーター 

7イブスイオン発生 

有 

化 

/い、 

日爱居 

多揚などさむいとさ 

微風/弱風/強風/ターボ 

1200 W (2 本点灯） 
600 W (1 本点巧） 

〇 

X 

涼風 

夏揚などあついとさ 

微風/弱風/強風/ターボ 

OFF 

〇 

X 

ドライヤ- 

髪や身体を乾かすとさ 

微風/弱風/強風/ターボ 

ON (1200 W ) /OFF 

〇 

X 

♦マイブスイオン巧の機種の揚合、運転を開始すると自重 

り 的にマイブスイオンを発ちしミ 

巧。 


※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 

ヒーター ON のが態から停止する揚合は、約2 0砂間の微風で;ち却運転後、停止します。 


※ターボ運転は約10分後自動的に強風運転に營わ〇ます。 

※操作を行ってち運転びできない揚合は、「故障かな？と思ったら」 P 13 を参照してくださし、。 


乾電池の入れ方 


① リモコン裏面の電化フタ固定ねじをコインで 
まむしフタを開けて < ださし、。 

② は属の単4乾電池を2本入れて 
再度電ミ也フタをして < ださし、。 




♦ ©©は正しく入れてください。 

♦長時間使用しない揚合は、乾電旭を 
取り外しておいて < ださし、。 

※乾電池の寿命は約1年程度で、 I 」モコンの 
使用頻度により異なります。 


な 


グ開 


'(B, 


< 


.閉じる 




A 汪局 

0 

♦乾電池は巧電しないで<ださい。発熱、破損、液漏れじより火ぶゆけび、周囲をミち損 
する原因じなのます。 

♦乾電ミ也交換のとさは、必ず新しい単四乾電ミ也を2本同時に交換して<ださし、。 

古い乾電池と混ぜて使巧しますと発熱、破損、液漏れ等の恐れびあります。 

♦巧 一、 乾電池からちれた液び皮膚や衣類に巧着した揚合は、きれいな水で洗い流し、 
目に入ったとさはされいな水で洗った後、ただちに医師の治療を受けて<ださし、。 
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【センサーの反麻距難】 

本体のセンヴー部分を床面ひら 200 cm の所に 
取りはけた揚合、センヴー受化部真下から5 0 cm 
離れた所で、床面ひら 13 6 cm 上の所で反麻し、 
10 0 c m 離れた所で床面ひら7 0 C m 上の所で 
反顺する。 

※ち図の反麻距離を参きじ、取が位置を検討して 
<ださし、。 


設置の前 I ; 


設置のまえにが下のことをご確認 < ださし、。 


>上下を逆にしたり、たて方向に取り巧けたりしない。 
>壁に向かって風び出るようじ取巧しなし、。 


A 警 告 

0 

上下を逆にしたり、たて方向に 
取はしない 

本体に不具合びちじ、义巧の原因に 
なります。 



設置について 


設置は「安全上のごを意」 （2 〜3ページ）を 
お哥りのうえ、壁や燃えゆすいちの〔可燃物） 
からち図のす法を離してお使い < ださい。 


么警 告 

0 

ミ谷室など湿気の多い揚巧への設置は、 
しないで < ださい。 

A ミま 局 

0 

この涼風暖房機の質量は 3.4 kg です。 
強度び+分あることを確認してくださし、。 

+分な強度びない場合には補強工事 
を行ってくださし、。 
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設置のしかた (足元じを意し、手袋で手を保護して行ってください。） 


取が金具を取りけける 

W •前面パネル固定ねじをゆるめ（外さない）、本体から取が金具を外す。 

-取り化ける壁面の厚さは lOmmL ソ上の板、あるいは裏面に柱ゆ桂のあるところを選巧。 
※巧や桂は壁を軽くたたくと硬い音びするところじありますび、千枚通しなどを刺して確認してくださし、。 


板壁ゆ棲に取のがける場合 


天井面_ 



取り化ける壁面の厚さび1 0 mm 
未満の揚合で壁面に樓のない場合は、 
補強板を使って取りがける。 

取イ寸金具 


で 


前面パネル固定ねじ 


※巧ゆ楼に合5取が巧 （10 ヶ所） 
を使用して取り付けて < ださし、。 





7 cmL ソ上離す 

木の桂の場合 

厚み約1 0 mm 
の補強板 


30 cmL ソ上離す 


石賣ボードに取0がける揚合 


M 


※補強の際は、市販 
の木板，木ねじを 
使用して8ケ巧を 
壁に固定して 
<ださい。 


參石實ボードの厚さび約 10 mmW 上あることを確認する。（石賣ボードの厚みはほとんどび約 10 mm あります。 
♦取巧金具じあわせ、下巧約己〜 8 mm を4ヶ所あけ、巧属のアンカーを取り巧ける。 
♦石賣ボードは、非常にちろいため、締めすぎじは十分;'主意する。 

♦高トルクインパクトドライバーゆ電動ドライバーのご使用は避けてください。 

※下巧をあけられない揚合：アンカーを下巧の位置に刺し、ドライバーで壁の面までねじ込んでください。 



取り付ける壁面の石賣ボード 
の厚さび1 0 mm 未満の揚合は、石賣ボード 



A を意 


取イ寸金具は、必ず4本のねじで 
水平かつち等に固定すること 



強度び不十分ですと、 
落下してけびの原因に 
なります。 



壁面厚さび lOmmL 乂上 

壁面厚さび 10 mm 未満 

木の板-楼に 
取0はける厦合 

巧属の取巧金具固定ねじ4本を 
使用して設置します。 

巧販の木板，木ねじを使巧し、 
巧属の取は金具固定ねじを 
使用して設置します。 

石實 ポー ドに 
取0はける場合 

下巧ホ5〜 8 mm を4ク所あけ巧属のアンカー 

4本を埋め込み付属の取巧金具固定ねじ4本 
を使用して設置します。 
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設置のしかた 


( O ') 1 ) 電源コード取り出し□を決定し、ず備のコードクランプで本体に固定する。 
心 コード取り出し□び上部2箇所 L 乂外のときは、カッター等で前面パネル側面を 

カットして取り出し□を確保する。をった電源コードは本体背面肉に収める。 

2) 本体を取が金具上部からスライドさせてはめ込巧。（電源コードを挟まないよラに気をつける。） 

3) 前面パネル固定ねじを締める。 

4) 本体をゆすってみて、しっかり固定されているか確認する。 

コード取り出し □ 

f ①カッターで両端を切る。 

力 



'ツ 

卜 

部 


②切った樹指を巧側へ倒す。 


力 

ジ 


V 


カット部 


③ 


コードクランプ 
% 前面パネル固定ねじ 


A を意 


パネル固をねじはしっかり止める 


1 ) 電源コードのプラグをコンセントに根开まで確実に差し込を'。 



AC 1 00 V 叫 SA び単独 
で使用でさるコンセン 
卜を使巧すること 


A 警 告 

0 

定格 15 AL 乂上確保で言るコンセントを単独で使用すること 

他の器具と併用すると配線や配線機器などび異甫発熱して発义するおそれびあります。 

(§) 

電源プラグをぬれた手で抜言差ししなし、 

感電の原因になのます。 

〇 

電源プラグは根开までお案じ差し込を 

差し込みび不完全ですと、感電ゆ発熱により义巧の原因じなります。 

0 

定格 (15 A ) 不足の延長コードは絶巧に使用しなし、 

コードの発熱等により、义巧の原因になります。 


@リモコンホルダーの 取イ寸 
1) I 」モコンホルダーを 

は属のねじ2本で "し®, 

固定する。 


リモコン巧ルダー固定ねじ 



2) ワイヤレス I 」モコンを 
リモコンホルダーじ 
差し松を。 


ワイヤレス I 」モコン 


リモコンぶルダー 
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運転のしかた 


暖房運転 


§季や寒いとき(こお使い < ださし、 

■室肉をあたためたいと害 



モードボタンを巧すと、暖房運転を開始します。 

モードボタンを巧すごとに、カーボンランプヒーター1 200 W /600 W 
の切り營えびできます。 

ボタンを巧すごとに、微風^弱風^強風^ターボ n の順に風量び切り營わります。 


_ を）風量：ターボ運転は約10分後自動的に風量：強風運転に切り營わります。 

④ (^1 亭止） ボタンを巧すことにより運転は停止されます。 

※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 

ヒーター ON のが態から停止する揚合は、約20秒間の微風;ち却運転後停止します。 

前回の設定肉容び記憶されていて、その 


⑤應4) 


モードボタンび再度巧されると、 
肉容で運転されます。 


A ;王 局、 


♦ヒーター ON のが態から停止する揚合は、約20秒間の微風で;ち却運転後停止します。 

♦暖房運転時は必ずドアゆ窓を閉めて<ださし、。 

♦暖房運転は室巧の広さ-気密性-断熱性•室温-外気温じより、十分暖まらない揚合びあります。 
♦室のに換気扇びある揚合は止めてください。暖房能力び落ちます。 


涼風運転 


夏季や暑いとき(こお使い< ださし、 

♦送風はぶ房機能ではありません。 


① 


を風） モードボタンで、涼風運転を開始します。カーボンランプヒーターは点巧しません。 


② ボタンを巧すごとに、強風ーターボー微風一弱風^の順に風量び切り替わります。 

t _ 

_ を）風量：ターボ運転は約10分後自動的に風量：強風運転に切り營わります。 

③ (\^ 止)ボタンを巧すことにより運転は停止されます。 

※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 

④ d を風"） モードボタンび再度巧されると、前回の設定の容び記憶されていて、 

^- J そのの容で運転されます。 


ドライヤー運乾 


髪や身体を乾かすときにお使いくださし、 


ハ んちイホ心 モードボタンを巧すと、力ーボンランプヒータ ー1200 W ドライや一運輯 
の し广ホ?ぶ-リ を開始します。 

な作モードボタンを巧すごとにホット （2 本点灯）/クール（消灯）の運転び 
U ががル J 切り營わります。 

♦カーボンランプヒーター1本の点灯はできません。 
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運転のしかた 


ドライヤー運転 


〈前ページより〉 

③（|1|$ ポタンを巧すごとに、強風^ターボ^微風^弱風^の順に風量び切り營〇ります。 


ミ主）風量：ターボ運転は約10分後自動的に風量：強風運転に切り營わります。 


④亭止^ボタンを巧すことじより運転は停止されます。 

、 - ノ ※消し忘れ防止として、各モードな約2時間で自動停止します。 

J _ ヒーター ON のが態から停止する揚合は、約20秒間の微風を却運転後停止します。 

盾） f ドライヤ^モードボタンび再度押されると、前回の設定の容び記憶されていて、そのの容で 
運転されます。 

♦設置場所の環境じより髪ゆ身体び乾きにくい場合びあります。 

♦髪のセツトはハンディードライヤーをお使い<ださし、。 


手動運転について 


リモコンの破損や紛失で操作びできなく 
なった厦合緊急巧麻で手動運転びでさます r 

〈運転順〉 


〇電源 
〇イオン 



風 

量 


□□□□ 

彻弱 

巧 

夕ーポ 

〇リセット 

手動運を 


〔イラストは RD -1 200 M 】 

手動運転ボタン巧 
巧の細い择がのちの（つまよ〇じなど）を 
手動運転の巧に差し込み巧して < ださし、。 


微風 ヒーター 無^弱風 ヒーター 無^強風 ヒーター 無^ ターボヒーター 無^ 

微風 ヒーター 2本^弱風 ヒーター 2本^強風 ヒーター 2本^ ターボヒーター 2本^停止 
※連続〔5秒 L 乂の）で巧すごとに手動で運転を切り營えられます。 

※己秒 L ソ上間隔をおいて手動スイッチび押された揚合は運乾び停止します。 

_ A )1 m _ 

♦高いところでの作業となりますので、足揚じは十分を意して < ださし、。 

♦手動運転操作中モードによりカーボンランプヒーター部び点灯いたしますので、 

ゆけどなどに十分ご;'主意 < ださし、。 


人感センサー運転について （ RCH 20 OG のみ) 


点滅させる 


% 


H e a t & B r 


飄斑説 ? lik) 


人を感知する 
と点なする 

切營ボタン 



〔人感センサー自動運転の設定方ミ去〕 

※電源お入から3 0秒間は人感センサーのを定待ちのため、 
人感センサー自動運転切營ボタンの操作はで言ません。 

① 人感センサー自動運転切誓ボタンを巧し、人感セン 
サー自動運輯のランプを点滅にする。 

② 人を感知し、前回設定したモードで運乾を開始します。 
◎運転モードを変更する場合は、リモコンか手動運転ボタン 

で設定を変更して < ださし、。 

④退室後〔人感センサ感知ランプ消灯)約1分後に運転 
び停止します。 


受信音について 


I 」モコンからの信号を本体び受信したときは、巧の信号音び鳴ります。 

操作するときは、本体び受信したことを必ず受信音で確 i 湿してくださし、。 

① 通®を互） （ S ) モードボタンを巧したときの運輯開始音-•- r ピッピーー J 

② を互）ボタンを巧したときの運輯停止音〔自動停止ち含を） •• r ピ ーー J 

③ ( M ) ( E ) などの切營操作受け音 . r ピッ J 
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お手入れのしかた 


ヒーター周辺ゆ本体の部の意掃は、お買い上げの販売店にご相談<ださし、。 



♦募めた台所用洗剤（中性）をしみこませた、 

ゆわらかい巧をかた < しぼって拭いて < ださし、。 
♦商品外観のほこりは、掃除機で吸いとってくださし、。 


•変質. 変色防止のためにち側のぶ5なちのは、 
絶巧に使用しないで < ださし、。 

♦化学そラさんを使用の際は、そのを意書さじ 
化ってくださし、。 


0 

を意 


〔マイブスイスンけの機種〕 



マイブスイブン吹出□の清掃 (一年に一回ぐらいを目巧に) 


市販の乾いた乂さめの綿棒を國のよラにゆつ<りと 
イオン針先端に当たるまで差し込み、2〜3度上下 
じ巧き差ししてくださし、。 

※強 < 差し込みすぎるとイオン針の先端び変形する 
恐れびありますのでを意して作業してくださし、。 



マイブスイオン舞生部 


么警告 

を 

お手入れの隙は、必ず運転の停止を確認してから電源プラグを巧< 

不意に動作して、やけどをした0、感電の原因になのます。 


A を意 

〇 

♦お手入れは、本体びをめてから行ラ 

やけどの原因になります。 

♦お手入れは、足兄じを意し、手袋などで手を保護してひらおこなラ 

けびや感電の恐れびあります。 

•力ーボンランプヒーターを指や棒などでさわらなし、 

ヒーターの寿命び短<なつたり、故障ゆ破損の原因じなります。 


お願し、 


長年お使いじなりますと、電源コードの傷みゆホコリのたまりび思わぬ巧害の原因となること 
びあります。安をじ長期間使巧していただくため、ときどき販売店に点検をご依頼くださし、。 
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故障かな？と思ったら 

症 が 

原 乂 

処置方法 

運転ボタンを巧して 
ち運転しなし、 

谭源ランプび点口しなし、） 

の イ旱電 

② 電源 ブレーカーび 切れている 

③ 電源プラグび巧けている 

の 電源び復帰するまで待ってくださし、。 

② 電源ブレーカーを「入」じして 
くださし、。 

◎電源プラグをコンセントに差し 
込んで < ださし、。 

運転ボタンを巧し 
てち運転しなし、 

(電源ランプは点なする） 

① I 」モコンの電旭消耗 

② U モコンの®©びあって 
いなし、 

③ U モコンを本体受化部に 
向けていなし、 

④ U モコンの夕ーミブル部び 
破厦、またはさびている 

① リモコンの電化を交換してくださし、。 

② リモコンの雲ミ也の©©を正し 
<入れて < ださし、。 

③ リモコンを本体受化部に正確に 
向けて < ださし、。 

※① 、②、③の赃置をおこなっても 
運転しない揚合、本体-リモコンの 
リセットをしてください。（下記参照） 

④ 新しいリモコンを購入してくださし、。 


u セツトのしかた 


「本体び異常と思われる場合- 

IJ セットスイッチを2〜3秒巧すことじより、電源を適断して IJ セットを行います。 
この操作は、リセット巧に先の細い棒がのちの（よ5じなど）を入れ、中の 
リセットスイッチを押してください。 1,^ 

♦高いところでの作業となりますので、足揚じは十分を意してください。 I 」セツト n 


□ 


〇電源 
〇イオン 

風量 

■ X ) リセット 〇まを里坛 


「 I 」モコンび異常と思われる場合- 

乾電池を一度巧いて再度入れて < ださし、。 

このとき、電化ターミブル部に異常びないか確 i 忍してください。 


定格 

運記モード 


消費電力 

运風風重 

平ち風速 

騒音 

質量 

風量 

( W ) 

( m ^/ h ) 

( m / S ) 

( dB ) 

( kg ) 



切曽 

600 W 

1200 W 







(微） 

605 

1205 

75 

1 . 0 

30 



暖房 

(11) 

608 

1208 

150 

2. 0 

34 



(強） 

615 

1215 

230 

3. 0 

42 




(ターボ） 

630 

1230 

300 

4. 0 

47 


交流 


(微） 

5 

75 

1 . 0 

30 


1 00 V 

涼風 

(弱） 

8 

150 

2. 0 

34 

約 3.4 

50/60 HZ 

(強） 

1 

己 

230 

3. 0 

42 




(ターボ） 

30 

300 

4. 0 

47 




切曽 

ホット 

クール 







(微） 

1205 

5 

75 

1 . 0 

30 



ドライや- 

(弱） 

1208 

8 

150 

2. 0 

34 




(強） 

1215 

15 

230 

3. 0 

42 




(ターボ） 

1230 

30 

300 

4. 0 

47 


外おな法 

W 460 XD 165 X 

H 2 6 0 ( mm ) 

I 」モコンゴま 

W 43 XD 18 XH 145 ( mm ) 重量100 邑 （リモコン60 邑 U モコン W レダー17 邑乾電 ミ也2本23 宫） 

発熱体 


カーボンランプヒ 

-夕一 (600 WX 2 本=1200 W ) 


電源コード 

VCTFK 2. 0 mmX 2 描一 2. 5 m 

(耐トラッキング L 型プラグ巧） 
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保証と アフターサービス (必ずお読みください) 


アフターサービス等じついて、おわかりじならないときは、お買い上げの販売店にお問合 
わせ <ださし、 


r 

①保証書 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をおおかめのラえ、販売店、 
から受け取っていたださ、巧容をよ < お読みの後大切に保管して < ださし、。 
i 保証期間 お買い上げ曰から1年間です。: 

②修理を依頼 
されるとき 

この取お説日月書をよ<お読みの5え、「故障かな？ •••と思ったら」 （ P 13) の 
点検をしていただき、それでち故障と思われる揚合には運転を停止し、ご自分で修 
理なさらないでお買い巧めの販売店じご相談 < ださし、。 


保証 
期間 中 

保証の規定に従ってお買い上げの販売店び修理をさせていたださますので、 
恐れ入のますび、保証書をご巧意の5え、お買い上げの販売店にご連絡< 
ださし、。 


保証期間 
経過後 

お買い上げの販売店じご依頼<ださい。修理すれば使巧でさる製品じつし、 
ては、ご希望によりち料で修理いたします。 

③補修用性能部品 
の保有期間 

V 

涼風暖房機の補修巧性能部品[機能維持のためじ必要な部品）の保ち期間 
は製造巧切の後6年です。 

J 


I 愛情点検 1 

☆長年ご使用の涼風暖房機の点検を！ 

の 

ご使巧の際 
このよラなことは 
あ0ませんか。 

•運転開始禮回転音が不規則[こ 
聞こえたり回転びしなし、。 

•運転中に異常音や振動びする。 

♦異臭がする。 

•その他の異常を感じる。 

► 

離 

このよラな症がのときは、 
使用を中止し、故障や事故 
の防止のため、電源を切り、 
必ずお買い上げの販売店[こ 
点横•修理を依頼して < ださし、。 


お客様メモ 


お買い上げの際 I こ記入しておくと、お問い含むせの時 I こ便利です。 


お買い上げ 
販売店名 

住所 電話 

取の巧け 
工事会な 

住所 電話 

お買い上げ 
年月曰 

年月 曰 

品 番 


製造番号 
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